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1986年度 
（第 1回） 

梅棹 忠夫 

国立民族学博物館長 

 

 

高谷 好一 

京都大学教授 
－ 

1987年度 
（第 2回） 

井筒 俊彦 

慶応義塾大学名誉教授 

 

 

石澤 良昭 

上智大学教授 

本多 勝一 

朝日新聞社編集委員 

1988年度 
（第 3回） 

富川 盛道 

富山大学教授 

 

 

佐々木 高明 

国立民族学博物館教授 

千原 大五郎 

拓殖大学教授 

1989年度 
（第 4回） 

石川 榮吉 

中京大学教授 

 

 

板垣 雄三 

東京大学教授 

林屋 永吉 

上智大学客員教授 

1990年度 
（第 5回） 

増田 義郎 

千葉大学教授 

田中 二郎 

京都大学教授 

前田 成文 

京都大学教授 

 

藤木 高嶺 

帝国女子短期大学教授 

1991年度 
（第 6回） 

伊谷 純一郎 

神戸学院大学教授 

片倉 もとこ 

国立民族学博物館教授 

大塚 柳太郎 

東京大学助教授 

 

黒沼 ユリ子 

ヴァイオリニスト 

1992年度 
（第 7回） 

西田 龍雄 

京都大学名誉教授 

日野 舜也 

東京外国語大学教授 

荻野 和彦 

愛媛大学教授 

 

鶴見 良行 

龍谷大学教授 

1993年度 
（第 8回） 

川喜田 二郎 

東京工業大学名誉教授 

赤澤 威 

東京大学助教授 

小山 修三 

国立民族学博物館教授 

 

市岡 康子 

日本映像記録センター 
プロデューサー・ディレクター 

1994年度 
（第 9回） 

加藤 九祚 
創価大学教授 

大貫 良夫 

東京大学教授 

松原 正毅 

国立民族学博物館教授 

 

並河 萬里 

写真家 

研 究 賞 奨 励 賞 特 別 賞 
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1995年度 
（第 10回） 

樋口 隆康 
奈良県立橿原考古学研究所
所長 

西田 利貞 

京都大学教授 

山田 睦男 

国立民族学博物館教授 

高野 悦子 

岩波ホール総支配人 

1996年度 
（第 11回） 

佐口 透 
金沢大学名誉教授 

友枝 啓泰 

広島市立大学教授 

加納 隆至 

京都大学教授 

山口 吉彦 

アマゾン民族館館長 

1997年度 
（第 12回） 

佐藤 長 
京都大学名誉教授 

福井 勝義 

京都大学教授 

吉田 集而 
国立民族学博物館教授 

富田 浩造 

元 JICA ザンビア事務所長 

1998年度 
（第 13回） 

本田 實信 
京都大学名誉教授 

名古屋商科大学教授 

掛谷 誠 

京都大学教授 

秋道 智彌 
国立民族学博物館教授 

向後 元彦 

マングローブ植林行動計画
代表 

1999年度 
（第 14回） 

岩田 慶治 
国立民族学博物館名誉教授 

東京工業大学名誉教授 

古川 久雄 

京都大学教授 

黒田 悦子 
国立民族学博物館教授 

大村 次郷 

フォト・ジャーナリスト 

2000年度 
（第 15回） 

渡部 忠世 
京都大学名誉教授 

農耕文化研究振興会代表 

市川 光雄 

京都大学教授 

染谷 臣道 
静岡大学教授 

小貫 雅男 

滋賀県立大学教授 

2001年度 
（第 16回） 

河合 雅雄 
京都大学名誉教授 

兵庫県立人と自然の博物館
館長 

原 洋之介 

東京大学教授 

東洋文化研究所所長 

松下 洋 
神戸大学大学院教授 

吉田 よし子 

食用熱帯植物研究者 

2002年度 
（第 17回） 

石井 米雄 
神田外語大学学長 

片山 一道 

京都大学霊長類研究所教授 

鹿野 勝彦 
金沢大学教授文学部長 

野町 和嘉 

日本写真家協会会員 

写真家 

2003年度 
（第 18回） 

辛島 昇 
東京大学名誉教授 

大正大学教授 

家島 彦一 

東京外国語大学名誉教授 

早稲田大学教育学研究科 
特任教授 

山田 勇 
京都大学東南アジア研究 
センター教授 

中村 哲 

ペシャワール会現地代表 

PMS（ペシャワール会医療 
サービス）総院長 

研 究 賞 奨 励 賞 特 別 賞 
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2004年度 
（第 19回） 

篠遠 喜彦 
ビショップ博物館上席特別
研究員・前人類学部長 

佐藤 俊 

筑波大学大学院教授 

山本 紀夫 
国立民族学博物館教授 

前川 健一 

ライター 

2005年度 
（第 20回） 

細野 昭雄 
在エルサルバドル特命全権
大使 

小杉 泰 

京都大学大学院教授 

末廣 昭 
東京大学教授 

松岡 環 

アジア映画研究者 

2006年度 
（第 21回） 

池端 雪浦 
東京外国語大学学長 

印東 道子 

国立民族学博物館教授 

山極 寿一 
京都大学大学院教授 

大村 幸弘 

中近東文化センター附属 
アナトリア考古学研究所所長 

2007年度 
（第 22回） 

毛里 和子 
早稲田大学政治経済学術院
教授 

大塚 和夫 

東京外国語大学アジア・ 
アフリカ言語文化研究所所長 

松田 素二 
京都大学大学院文学研究科
教授 

村井 吉敬 

上智大学外国語学部教授 

2008年度 
（第 23回） 

石毛 直道 
前国立民族学博物館長 

臼杵 陽 

日本女子大学文学部教授 

島田 周平 
京都大学大学院アジア・ 
アフリカ地域研究研究科長 

嘉田 由紀子 

滋賀県知事 

2009年度 
（第 24回） 

堀田 満 
西南日本植物情報研究所所長 

小長谷 有紀 

国立民族学博物館教授 

酒井 啓子 
東京外国語大学大学院総合国
際学研究院先端研究部門教授 

大石 芳野 

写真家 

2010年度 
（第 25回） 

応地 利明 
京都大学名誉教授 

井上 真 

東京大学大学院農学生命科
学研究科教授 

宇山 智彦 
北海道大学スラブ研究セン
ター教授 

門田 修 

海工房代表 

2011年度 
（第 26回） 

長崎 暢子 
龍谷大学現代インド研究 
センターセンター長 

窪田 幸子 

神戸大学大学院国際文化学
研究科教授 

小林 知 
京都大学東南アジア研究所
助教 

藤村 靖之 

非電化工房代表 

日本大学工学部客員教授 

2012年度 
（第 27回） 

青柳 真智子 
立教大学名誉教授 

高倉 浩樹 

東北大学東北アジア研究 
センター准教授 

田辺 明生 
京都大学大学院アジア・ 
アフリカ地域研究研究科教授 

附属現代インド研究センター長 

森本 喜久男 

IKTT（クメール伝統織物研
究所）代表 

研 究 賞 奨 励 賞 特 別 賞 
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2013年度 
（第 28回） 

田辺 繁治 
国立民族学博物館名誉教授 

佐藤 仁 

東京大学東洋文化研究所准
教授 

椎野 若菜 
東京外国語大学アジア・アフ
リカ言語文化研究所准教授 

中村 尚司 

龍谷大学名誉教授・研究 
フェロー 

特定非営利活動法人 JIPPO
専務理事 

2014年度 
（第 29回） 

石澤 良昭 
上智大学教授（特別招聘教授） 

上智大学アジア人材養成研究
センター所長 

大山 修一 

京都大学大学院アジア・アフ
リカ地域研究研究科准教授 

島村 一平 
滋賀県立大学人間文化学部
准教授 

板垣 真理子 

写真家 

2015年度 
（第 30回） 

田中 二郎 
京都大学名誉教授 

柿崎 一郎 

横浜市立大学国際総合科学部
教授 

縄田 浩志 
秋田大学国際資源学部教授 

楊 海英（大野 旭） 
静岡大学人文社会科学部教授 

＜共同受賞＞ 

宮本 正興 

大阪外国語大学名誉教授 

中部大学名誉教授 

楠瀬 佳子 

京都精華大学名誉教授 

2016年度 
（第 31回） 

赤澤 威 
高知工科大学名誉教授 

錦田 愛子 

東京外国語大学アジア・アフ
リカ言語文化研究所准教授 

村上 勇介 
京都大学地域研究統合情報
センター准教授 

李 愛俐娥 
早稲田大学韓国学研究所招聘
研究員・事務局長 

土井 敏邦 

ジャーナリスト 

2017年度 
（第 32回） 

阪本 寧男 
京都大学名誉教授 

小島 敬裕 

津田塾大学学芸学部教授 

高田 明 
京都大学大学院アジア・ア
フリカ地域研究研究科准教
授 

ティムール・ダダバエフ 
筑波大学人文社会系准教授 
北海道大学スラブ・ユーラシ
ア研究センター客員准教授 

畑中 幸子 

中部大学名誉教授 

2018年度 
（第 33回） 

大塚 柳太郎 
一般財団法人自然環境研究
センター理事長 
東京大学名誉教授 

岡本 正明 

京都大学東南アジア地域研究 

研究所教授 

齋藤 晃 
国立民族学博物館教授 

総合研究大学院大学教授 

末近 浩太 
立命館大学国際関係学部教授 
 

石田 紀郎 

日本カザフ研究会代表 

市民環境研究所代表理事 

 

研 究 賞 奨 励 賞 特 別 賞 
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2019年度 
（第 34回） 

重松 伸司 
追手門学院大学名誉教授 

遠藤 環 

埼玉大学大学院人文社会科学
研究科准教授 

佐川 徹 
慶應義塾大学文学部准教授 

名和 克郎 
東京大学東洋文化研究所教授 
 

諏訪井 セタリン 

プノンペン王立大学 

言語学部教授 

2020年度 
（第 35回） 

古田 元夫 
日越大学学長 

塩谷 哲史 

筑波大学人文社会系准教授 

鈴木 英明 
国立民族学博物館グローバ
ル現象研究部准教授 

南出 和余 
神戸女学院大学文学部英文学
科准教授 
 

該当者なし 

2021年度 
（第 36回） 

市川 光雄 
京都大学名誉教授 

上羽 陽子 

国立民族学博物館人類文明
誌研究部准教授 

小野 林太郎 
国立民族学博物館学術資源
研究開発センター准教授 

川瀬 慈 
国立民族学博物館人類基礎
理論研究部准教授 
 

福本 繁樹 

美術家 

山田 篤美 
著述家(インベスティゲイテ
ィブ・ジャーナリスト) 

2022年度 
（第 37回） 

山本 紀夫 
国立民族学博物館名誉教授 
 

青山 和佳 

東京大学東洋文化研究所教
授 

卯田 宗平 
国立民族学博物館人類文明
誌研究部准教授 

大石 高典 
東京外国語大学大学院総合
国際学研究院准教授 
 

山崎 哲秀 

一般社団法人アバンナット 

北極プロジェクト代表理事 

 

(肩書き等は受賞当時のものです。敬称略) 

研 究 賞 奨 励 賞 特 別 賞 
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大同生命地域研究賞について 

 

１．この賞を設けた趣旨 

大同生命国際文化基金は、大同生命保険相互会社(当時)の創業８０周年記念事業とし

て、外務大臣の認可により１９８５年３月に設立された財団法人であります。その目的

は「国際的相互理解の促進に寄与する」こととし、そのためいくつかの事業を行って  

きました。 

この賞は、「地球的規模における地域研究」に貢献した研究者を顕彰するもので、様々

な地域の人と文化に対する理解を究極の目的としている点で、本財団の設立目的と一致

します。それはいわば国際的相互理解を考える上で最も基礎的な部分を担うもので、  

医学に例えれば臨床医学に対する基礎医学のような関係にあたります。こうした理解に

立ち、関係学界の協力を得て、この賞を創設しました。 

 

２．対象とする地域 

アジア、アフリカ、中南米、オセアニアとする（ただし、発展途上地域または周辺・

辺境地域）。 

 

３．賞の内容 

この賞は、次の３部門で構成されています。 

 (１) 大同生命地域研究賞 

    多年にわたって地域研究の発展に著しく貢献した研究者１名に対して、賞状、 

副賞３００万円ならびに記念品を贈呈するものです。 

 (２) 大同生命地域研究奨励賞 

    地域研究の分野において新しい展開を試みるとともに､今後さらに活躍が期待さ

れる研究者３名に対して､賞状、副賞１００万円ならびに記念品を贈呈するものです。 

 (３) 大同生命地域研究特別賞 

    対象地域を通じて、国際親善、国際貢献を深める上で功労のあった者１名に対し

て、賞状、副賞１００万円ならびに記念品を贈呈するものです。 
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４．選考 

(１) 選考については、本財団が委嘱する選考委員で構成する会議により決定されます。

２０２２年度の選考委員は次の５名です。 

 

（五十音順） 

      早稲田大学人間科学学術院教授・東京大学名誉教授   井上   真  

      国立民族学博物館名誉教授              印東 道子  

      日本女子大学文学部教授・同大学図書館館長     臼杵  陽   

      独立行政法人 日本学術振興会監事 小長谷 有紀  

      総合地球環境学研究所特任教授・京都大学名誉教授 松田   素二 

 

(２) 候補者の推薦については、全国の大学、研究機関等の研究者に推薦委員を委嘱し、

推薦委員より書面による推薦を受けることを原則としています。 

 

以上 

 



公益財団法人 大同生命国際文化基金 

〒550-0002 大阪市西区江戸堀 1-2-1 

TEL 06-6447-6357 FAX 06-6447-6384 

https://www.daido-life-fd.or.jp/ 

E-mail dlf@daido-life-fd.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


